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が，なぜ 日本の
一

般読者 に愛 され ， 支持

されて きた の か ， そ う した分析が必要 に

思 うが
， ど うだ ろ うか

。
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　編

『自己意識 とキ ャ リア 形成一
ア メ リ力高校卒業生 にみ る一

』

日本労働研究機構 小 杉 礼 子

　本書の ね らい は， 「は じが き」 に よれ

ば ， ア メ リカ の 中等教育機関 ， とくに総

合制 ハ イ ス ク
ール が過去お よび現在に わ

た り果た して い る役割を明 らか に し， 多

くの 国 に 波 及 して い っ た総合制 ハ イ ス

クー ル の 可能性 と限界を探求す る こ とで

あ る と され て い る 。 そ の 可 能性 と限界

は ， 表題の 「自己意識」 と 「キ ャ リア 形

成」 の 実態に よ っ て 測 られ る とい う意図

で あろ う。 そ し て ， 実態 は米国教育省 の

「高校生将来調査」 お よび 「NLS 調査」

の パ ネ ル デ ー タか ら描か れて い る 。 編者

を始め とす る 9 人の 意欲的な実証分析の

成果集 で ある 。

　構成は 3 部10章で ，第 1部 「今 日の ア

メ リカの 中等教育」 は 1章 「ア メ リカ中

等教育の 歴史的展開」， 2章 「転機 に立 っ

ア メ リカ 中等教育」， 3 章 「教育機会の 平

等 を求め て 」か ら成る。 歴史的 ・制度的

側面か らの 論文で ，続 く第 2部，第 3 部

の 実証 分析の た め に ， 基本的認識を提供

して い る 部分だ と思 われ る
。 第 2 部 「高

校教育 と生徒の 自己形成」で は ，
4 章 「マ

イ ノ リテ ィ の 教育と進学動向」で 多文化

教育の 実態分析 ・評価を行い ， 5章 「高

校生 の価値観」， 6 章 「高校生 の 自己意識

形成と進路選択」 で は高校生 の 意識の 変

化 をとり上 げて い る。 第 3部 「ア メ リカ

青年の キ ャ リア形成」 は ， 高校卒業後の

キ ャ リア 形成の実態分析で ， 7 章 「高校

卒業生 の キ ャ リア形成」， 8章 「ア メ リカ

高校 生 の 大学 進学」， 9章 「大学生 は変

わ っ たか」， 10章 「ア メ リカ の職業専門学

校」か ら成る 。 私に は こ の 10章全て を論

ず る力量 も ， また紙幅 もない の で ， 以 下

で は わが 国の 高卒者の キ ャ リア 形成に か

か る実証研究を続 けて きた者 と して ， 私

の 関心 に沿 っ た後半の い くつ か の 章に つ

いて 紹介 し
， 若干の 私見 を添 えた い

。

　まず ， 9 章 「大学生 は 変わ っ た か」 で

は， 2 年制大学 ・ パ ー ト タイ ム 課程で の

学生 ， 特 に 25歳以上 の 成人学生の 増加が

著 しい
一

方 ， 4 年制大学 の フ ル タイ ム 課

程で は非成人学生 が 9 割前後 を占める状

況 は変わ っ て い な い こ とを指摘 し， これ

を平等性 と優秀性を同時に確保 しうる構

造で はない か と論 じる。 さ らに ， 「高校生

将来調査」等の デ ー タか ら中等後教育進

学率が低下 し， また ， 学力上位 の 者の 4

年制大学 フ ル タ イ ム 課程 （ス レ ー ト）進

学率は60年代に は減 っ たが そ の 後下げ止

ま っ て い るこ とか ら ， 70年代 に は 4 年制
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大学の 優秀性 の低下は起 こ っ て い な い と

す る 。 そ して ， こ の後の 分析が非常に興

味深 い
。
25歳未満で ハ イ ス ク

ー
ル 卒業後

何年か ブ ラ ン ク の 後に進学 したデ ィ レ イ

ド ・エ ン ト リーの 学生 は ス ト レ ー
ト進学

者 の 約半数に達 して い るが ， 彼 らは社会

階層や学力的 に はス ト レ ー
ト進学者 と変

わ りな く， 4年制大学はス ト レー ト進学

者の 比率を減 ら した が，優秀性に おい て

は変化 して い な い の で はない か と論 じて

い る
。

デ ィ レ イ ド ・エ ン ト リー者を パ ネ

ル デ
ー

タか ら巧み に とらえ ， その 質を分

析す る着眼が よ く， また ， こ うした ア メ

リカ の経験をわが国の 大学改革へ の 貢献

を意識 して 議論 して おり，共感で き る部

分が多 い
。

　7 章 「高校卒業生の キ ャ リア形成」 は ，

「高校生 将来調査」 か ら卒業後の 就業 ・

就学 の概観を描 く。 まず ， 卒業 1年後の

状況 を整理 した後 ， 卒業直後に 専門学校

や大学 に 応募 したか ど うか で サ ン プル を

2分 し， それぞ れ の そ の 後の 就業 ・就学

状況をみ る。 就学率は受験の 有無 で 大 き

く異な るが ， 就労率は非受験 グル ープ の

ほ うが 8割 と高い もの の
， 即受験 グル ー

プ で も 6割か ら 4年後に は 7割 とあ ま り

変わ らな い 。 さ らに ， どちら も入職が高

校在学中の こ とが少な くな く， 転職 もか

な り頻繁 に 行われ て い る 。 就学 の有無 に

関わ らず，長期雇用 に至 るまで の 「移行

期」の は じま りと終わ りは 明確 で は な

く， 高校卒業後の キ ャ リア は教育 と労働

の 低 い 垣根を ま た ぐよ うに し て 形成 され

て い くと指摘 して い る 。 私 ど もで っ い 最

近 ， わ が国の 高卒者 パ ネル 調査結果 を と

りま とめた と こ ろだ が ，確か に こ の 点の
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彼我 の差 は大 きく， また，今後，わ が国

に お い て も大学等企業外の 資源を活用し

て職業能力形成を図 っ て い くこ とが政策

的課題 とな っ て お り， こ うした実態の解

明は 重要だ と思 う。
た だ こ こ で ， 就学実

態 で はな く受験 の 有無を分析の 軸 に しい

て い る点 は うなず けな い と ころが あ る。

また ， わが国の 若年者の 離職状況 にっ い

て の 認識 も， 若干疑問が あ る
。

　次い で 本書で は， 先の 2 グ ル
ー

プ の 現

職へ の 満足の 程度が ほとん ど同 じで あ る

こ とを指摘 し， 機会 の平等が この 背景 に

ある と論 じる。 私ど もの パ ネル デ
ー

タで

は ， 就業形態や職種 性 ・学歴に よ っ て

現職 へ の 満足 感 に 大 きな 違 い が み られ

た
。

こ の 彼我の 違い も大 い に 興味深 く，

就業状況 の 違 い や性別の 分析結果が採 り

上 げ られ な か っ た の は 残念 で あ る。 ま

た
， 垣根は低い とはい え ， 9 章で 指摘 さ

れ る中等後教育の 質的分化 もあ り， 就学

実態 との 関係 もぜ ひ教 え て い た だ きた い

とこ ろで あ る 。

　 こ の 他 ， 6 章 「高校生の 自己意識形成

と進路選択」で は ， 80年代の 高校生 （特

に マ イ ノ リテ ィ 層）で 自尊心 が高 ま っ て

い る反面 ， 環境統制感が低 くな っ て い る

こ とか ら， 社会変化 と自己意識の 形成 の

関係を論 じ，また，8 章 「ア メ リカ高校生

の 大学進学」で は ， 奨学金政策が社会的

公正 の 実現 に大 きな影響力を もっ 実態を

分析 し， 10章 「ア メ リカ の職業専門学校」

は コ ミ ュ
ニ テ ィ カ レ ッ ジの 蔭で ほ とん ど

知 られ て い な か っ た私立営利教育機関 に

っ い て 採 り上 げ ， そ れ ぞ れ に興味深 い 。

　本書 は ， 私 に は非常 に刺 激 され る とこ

ろが多か っ た 。 た だ ， 厂は しが き」を読ん
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だ ときか ら， ア メ リカ の ハ イ ス ク
ー

ル に

類似 した中等教育機関を もっ わが国の 教

育改革を意識 した議論を期待 して しま っ

た た め に， （い くっ か の章 で は言及 され、

たが），
こ れ が よ りま とま っ て 提供 され

れ ば と ， 欲張 っ た読後感を もっ て しま っ

た 。 さ らな る研究の 発展 を期待す る
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